
児童福祉　児童福祉　

児童手当

対　　象　中学校卒業まで（１５歳に達する
　　　　　日以後の最初の３月３１日まで）
　　　　　の児童を養育している方
支給時期　２月、６月、１０月

手当の額（１人当たり月額）
区　　分 第1子・第 2子 第 3子以降

3歳未満 １５，０００円

3歳以上小学校修了まで １０，０００円 １５，０００円

中学生 １０，０００円

※児童を養育している方の所得が所得制限限度額以上所得上限限度額未満
　の場合は、特例給付として月額一律５，０００円を支給します
　なお、児童を養育している方の所得が所得上限限度額以上の場合、児童手当
　等は支給されません

問問保険年金課　☎（23）5732保険年金課　☎（23）5732

①所得制限限度額 ②所得上限限度額

扶養親族等の数（カッコ内は例） 所得額
（万円）

収入額の目安
（万円）

所得額
（万円）

収入額の目安
（万円）

0人（前年末に児童が生まれていない場合 等） 622 833.3 858 1,071

1人（児童1人の場合 等） 660 875.6 896 1,124

2人（児童1人+年収103万円以下の配偶者の場合 等） 698 917.8 934 1,162

3人（児童2人+年収103万円以下の配偶者の場合 等） 736 960 972 1,200

4人（児童3人+年収103万円以下の配偶者の場合 等） 774 1,002 1,010 1,238

5人（児童4人+年収103万円以下の配偶者の場合 等） 812 1,040 1,048 1,276

※扶養親族等の数は、所得税法上の同一生計配偶者及び扶養親族（里親などに委託されている児童や施設に入所している児童を
　除きます。以下、「扶養親族等」といいます。）並びに扶養親族等でない児童で前年の 12 月 31 日において生計を維持したもの
　の数をいいます。扶養親族等の数に応じて、限度額（所得額ベース）は、1 人につき 38 万円（扶養親族等が同一生計配偶者（70
　歳以上の者に限ります。）又は老人扶養親族であるときは 44 万円）を加算した額となります。
※「収入額の目安」は、給与収入のみで計算しています。あくまで目安であり、実際は給与所得控除や医療費控除、雑損控除等を
　控除した後の所得額で所得制限を確認します。
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児童扶養手当
対　　象　１８歳未満の児童（１８歳に達する日以後の最初の3月31日までの方）を養育している母子家庭または父子家

庭および父または母が重度の障がいの家庭　※所得制限あり
　　　　　※児童が心身に中程度以上の障がいを有する場合は、２０歳未満まで支給
手当の額（令和4年４月１日現在）
・児童１人の場合……………………全額支給　月額44,140円
　　　　　　　　 　　　　　　　一部支給　月額44,130円から10,410円までの１０円きざみの額
・児童２人の場合に加算する額……全額支給　月額10,420円
　　　　　　　　 　　　　　　　一部支給　月額 10,410円から5,210円までの１０円きざみの額
・以降児童１人に付き加算する額…全額支給　月額6,250円
　　　　　　　　　　　　　　　 一部支給　月額6,240円から3,130円までの１０円きざみの額
支給時期　１月、３月、５月、７月、９月、１１月　

医療費の助成
保険診療による自己負担分を助成します。

制度区分 対　象　者
子ども 中学３年生までの子ども（入院・外来）

母子家庭等 母子家庭の母および児童、両親のいない児童または一定の障がいの状態にある父の配偶者および児童で、１８
歳到達後の最初の３月３１日まで　※所得制限あり

父子家庭 父子家庭の父および児童または一定の障がいの状態にある母の配偶者および児童で１８歳到達後の最初の３
月３１日まで　※所得制限あり

助成方法　県内の医療機関等は保険診療による自己負担分が無料（受給者証の提示が必要）です。県外の医療機関等
では窓口で医療機関等の保険診療分による自己負担分をお支払いいただき、受診月の翌月以降に保険年
金課へ払い戻しの申請をしてください。

問問保険年金課　☎（23）5732保険年金課　☎（23）5732

問問保険年金課　☎（23）5732保険年金課　☎（23）5732

問問子ども支援課　☎（23）5958子ども支援課　☎（23）5958

児童発達支援

　発達に支援を必要とする6歳までの未就学児が通所し
て、日常生活における基本的な動作の指導、集団生活へ
の適応訓練、相談を行います。

放課後等デイサービス

　障がいのある小学生～高校生（6歳～18歳）が学校の
放課後や長期休暇に通所して、生活能力の向上のために
必要な訓練、社会との交流の促進を行います。

家庭相談員

　家庭での児童の養育に関する相談に応じた指導、援助
をしています。

地域子育て支援拠点
　子育てに関する相談や、情報提供などを行います。
事業内容	 育児に関する悩み相談、情報提供
　　　　	 子育て中の親と子の交流、子育てに関する講

演会ほか
相 談 日	 地域子育て支援センター
	 　毎週月〜金曜日　午前８時３０分〜午後４時３０分
	 　駅北親子ひろば（第2、3木曜日午前は予約者のみ）
	 　午前９時３０分〜午後４時３０分
問い合わせ	 地域子育て支援センター	
	 　共栄保育園内（一時保育対応可）	☎(２３)２１９９
	 　池田保育園内（一時保育対応可）	☎(２４)７１１７
　　　　	 　笠原保育園内（一時保育対応可）	☎(４４)１９７１
	 　駅北親子ひろば
	 	 　駅北庁舎　 ３階　		  ☎(２３)５５５１

子育て支援ネットワークセンター（利用者支援事業）

　子育てコーディネーターが、子育て支援に関する情報収
集と相談内容に応じた情報提供を行っています。また協議
会を開催するなど、子育て関係機関との連携を図ったり、
子育てイベントなどを開催したりしています。市役所内に
設置されています。

問問子ども支援課　☎（23）5958子ども支援課　☎（23）5958

問問子ども支援課　☎（23）5958子ども支援課　☎（23）5958

問問子ども支援課　☎（23）5609子ども支援課　☎（23）5609
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一時的保育事業
対象児童　①公立保育園…………………………………
　　　　　　市内在住で生後１２カ月以上の未就園児童
　　　　　　※星ケ台・笠原保育園以外は４月１日現在
　　　　　　　１歳以上
　　　　　　※池田保育園は生後５７日目以上の受入可
　　　　　②私立保育園
　　　　　　生後５７日目以上の未就園児童
　　　　　　※けいなん保育園は3カ月以上の受入可
　　　　　　※姫保育園は6カ月以上の受入可
　　　　　　※市外在住も受入可　　　　
利用場所　市内公私立保育園
利用時間　平日　午前８時３０分～午後４時３０分
※星ケ台保育園は土曜日（午前8時30分～12時）の受入可
※けいなん保育園は平日午前８時３０分〜午後４時
※おとわももの木保育園は平日午前8時30分〜午後4時 
   30分（朝・夕は要相談）

乳幼児心配ごと相談
相談日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後４時
相談場所　双葉保育園　
問い合わせ　双葉保育園　☎（２３）８７７１

保育園・認定こども園・小規模保育所

　保護者の就労や病気などのため、保育を必要とする児
童を預かります。勤務や家庭の状況に応じて、保育短時間
または保育標準時間に認定されます。
対　　　象　０～５歳の児童
必要な書類　就業証明書、入所申込書など
利 用 時 間　保育短時間（月〜土曜日）
		  （通常）午前８時３０分〜午後４時３０分
		  （延長）午前７時〜８時３０分、
			   午後４時３０分〜７時
	 　保育標準時間（月〜土曜日）
		  （通常）午前７時〜午後６時
		  （延長）午後６時〜７時
※一部の私立は開園時間が異なります
保　育　料　児童の年齢や、扶養義務者などの市民税に

応じて決定
※詳細は問い合わせください

多治見市適応指導教室「さわらび学級」
　さまざまな事情で学校に行けなくなったり行きづらく
なったりしている児童生徒が、学校に籍を置いたまま通
い、不安や悩みをやわらげ学校への復帰等、次の一歩を
踏み出す力を養う場所です。
住　　所　美坂町８−８
　　　　　☎(２３)７８６７／FAX(２4)３４７０
　　　　　※フリーダイヤル：０１２０（５１）７８６７
開 級 日　土・日・祝日・年末年始を除く毎日
開級時間　午前９時〜午後４時
　　　　　通級生の活動時間　午前１０時〜午後２時３０分
問い合わせ　さわらび学級 ☎(２３)７

な
８
や
６
む
７
な

利用料　　　　　　　　　　　　 　※年齢は４月１日現在
区　　分 ０歳児 １・２歳児 ３歳児以上

保育に係る手数料
（１時間までごとに）

３５０円
（池田・姫・
若草保育園
は４００円）

３５０円 ２５０円

給食費
（1食・主食代含む）

２４０〜２６０円
※児童の年齢・園によって異なります

おやつ代（１回） １００円

※けいなん・こうよう・おとわももの木保育園は利用料が
　異なります
問い合わせ　各公私立保育園

休日保育事業（年末年始を除く）

対象児童　市内の保育園・認定こども園・小規模保育所
　　　　　の在園児で、日・祝日でも保護者の就労によ
　　　　　 り保育を必要とする児童（証明書が必要）
利用時間　午前７時～午後７時
実施場所　双葉保育園
定　　員　１０人程度
利 用 料　保育料の階層や子どもの年齢、利用時間に応じて決定
※事前に登録および利用申請が必要です

病児・病後児保育利用料の補助

　市と病児・病後児保育の実施に関する契約や協定を締
結した施設において、病児・病後児保育を利用した際の利
用料を申請により補助します。
補助金の額　

〈多子世帯（１８歳未満の児童を3人以上扶養する世帯）の場合〉
　施設に支払った保育利用料の全額

〈多子世帯以外の場合〉
　2,000円／日を超した額の半分の額

問問子ども支援課　☎（23）5958子ども支援課　☎（23）5958

問問子ども支援課　☎（23）5947子ども支援課　☎（23）5947

問問子ども支援課　☎（23）5947子ども支援課　☎（23）5947
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児童館・児童センター
　地域社会の子どもたちに健全で楽しい遊び場を与え、心身の発達向上を図るとともに、母親クラブなどの地域組織の
育成助長を目的とする屋内型の施設です。子育ての悩みや子ども自身の悩みなどの相談にも応じていますので、気軽に
相談してください。
設　　備　館内には遊具（児童センターには、体力増進のための機器）が備え付けてあり、専任の職員が地域の子ども

を対象に遊びの指導を行っています
開館時間　午前１０時～午後６時　　　
休 館 日　月曜日、第３日曜日、祝日、年末年始
　　　　　※共栄児童館、南姫児童センター、根本児童センター、精華児童館、小泉児童センターは日曜日、祝日、年末

年始
問い合わせ　各児童館、児童センター（所在地などはＰ６7を参照）

ファミリー・サポート・センター事業
　保護者の就労や疾病に伴う子どもの世話、保育施設などの送迎、病児・病後児預かりなど、既存の保育サービスでは応
じきれない保育ニーズを支援する事業です。利用するには事前登録が必要です。
対　　象　０歳～小学６年生（病児・病後児預かりは満１歳〜小学６年生）
会　　員　依頼会員　育児の援助を受けたい方　　援助会員　育児の援助を行いたい方
利用料金　

区分 1時間当たりの利用料

平日
午前９時〜午後５時 ７００円（緊急病児病後児預かり １，０００円）

上記時間外 ８００円（緊急病児病後児預かり １，２００円）

土・日・
祝日

午前９時〜午後５時 ８００円（緊急病児病後児預かり １，２００円）

上記時間外 ９００円（緊急病児病後児預かり １，４００円）

※その他、交通費など実費がかかります
※病児・病後児預かりは、預かり可能な症状が限られています
問い合わせ　多治見市ファミリー・サポート・センター（豊岡町１−５５ ヤマカまなびパーク１階）　☎（２５）２０９１
　　　　　　子ども支援課 ☎（２３）５９５８

子育て支援短期利用事業
　家庭の事情で一時的に養育や保護を必要とする児童を一定期間（７日以内）、児童福祉施設で預かります。
要　　件　病気、出産、事故、冠婚葬祭などの理由で一時的に保護者による児童の養育・保護が困難な場合
費用負担　２歳未満　５，３５０円／日　　　２歳以上　２，７５０円／日
※生活保護世帯および市民税非課税世帯については別途金額が定められています

問問子ども支援課　☎（23）5609子ども支援課　☎（23）5609

◆くらしのメモ
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たじっこクラブ（放課後児童クラブ）
　就労等により昼間家庭で保護者の保護を受けることができない児童（小学生）に対し、放課後や土曜日、夏季休業等
の学校休業日に、家庭に代わって適切な遊びや生活の場、教育的な支援の場を提供することにより、児童の健全育成や
保護者が安心して働ける環境を作ることを目的とした学童保育事業です。
対象児童　市内の小学校に就学する児童
実施時間　平日　放課後〜午後７時
	 　 土曜日および学校休業日　午前７時３０分〜午後７時　　　
たじっこクラブ（放課後児童クラブ）一覧
小学校区 クラブ名 電話番号

養 正 養正小たじっこクラブ ☎（２２）２３７０

精 華 精華小たじっこクラブ ☎（２２）５０１２

共 栄 共栄小たじっこクラブ ☎（２４）８０７１

昭 和 昭和小たじっこクラブ ☎（２５）４８７０

小 泉 小泉小たじっこクラブ ☎（２９）１４１０

池 田 池田小たじっこクラブ ☎（２５）０６５７

小学校区 クラブ名 電話番号
市 之 倉 市之倉小たじっこクラブ ☎（２２）５８９９
滝 呂 滝呂小たじっこクラブ ☎（２２）１２４５
南 姫 南姫小たじっこクラブ ☎（２６）８８３１
根 本 根本小たじっこクラブ ☎（２７）５３０３
北 栄 北栄小たじっこクラブ ☎（２９）４５２３
脇 之 島 脇之島小たじっこクラブ ☎（２４）４１６６
笠 原 笠原小たじっこクラブ ☎（４４）３００６

ひとり親・寡婦・女性の福祉ひとり親・寡婦・女性の福祉

母子家庭等・父子家庭の医療費助成
　　

（P61もご確認ください）
　病院などで治療を受けた時の自己負担額（保険診療
分）が助成されます。　※所得制限があります
助成方法　県内の医療機関等　自己負担額（保険診療　
　　　　　　　　　　　　　　分）無料
			   　　　(受給者証を提示)
　　　　　県外の医療機関等　窓口有料
			   　　　(後日、保険年金課へ
　　　　　　　　　　　　　　払戻申請)

母子父子福祉資金・寡婦福祉資金貸付

　母子家庭の母親や父子家庭の父親、父母のいない児
童、寡婦などに対して貸付制度があります。

児童扶養手当
（P61もご確認ください）
　父母の離婚などにより、父親または母親と一緒に暮らし
ていないひとり親家庭などの生活の安定と自立を助け、子
どもの心身の健やかな成長のために支給される手当です。

ひとり親自立支援員（ひとり親家庭相談員）

　ひとり親家庭の生活一般や手当、母子父子・寡婦福祉資
金貸付などに関する相談に応じ、指導、援助をしています。

女性相談員
　女性に対する暴力や、さまざまな悩みの相談に応じ、援
助をしています。

問問保険年金課　☎（23）5732保険年金課　☎（23）5732 問問保険年金課 ☎（23）5732保険年金課 ☎（23）5732

問問子ども支援課　☎（23）5609子ども支援課　☎（23）5609

問問子ども支援課　☎（23）5609子ども支援課　☎（23）5609問問子ども支援課　☎（23）5609子ども支援課　☎（23）5609
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区分 名称 所在地 電話番号

私　立

旭ヶ丘あい幼児園 旭ケ丘１０−２−２４ ☎（２０）２００８

ボコデコキッズ 太平町３−５３−１ ☎（２１）４８００

駅前キッズほっとママ 栄町２−２４ ☎（２５）５２８０

Jo Blanco 虎渓山町５−６３−９ ☎（２６）８４６１

多治見大和キッズ保育園 滝呂町14−186−２ ☎（４３）５２２５

保育園・幼稚園など保育園・幼稚園など
保育園・認定こども園　

区分 名称 所在地 電話番号

公　立
保育園

双葉保育園 元町４－１０－２ ☎（２２）３５８２

小泉保育園 小泉町２－１５３ ☎（２７）２５４６

池田保育園（公設民営） 池田町３－１２０ ☎（２２）６０１７

共栄保育園 高田町３－６４ ☎（２２）２５０７

北野保育園 喜多町８－２７ ☎（２３）３３８５

旭ケ丘保育園（公設民営） 旭ケ丘８－２９－４３ ☎（２７）４５２６

市之倉保育園 市之倉町８－２０ ☎（２３）７３２７

笠原保育園 笠原町１９７４－１ ☎（４３）３０５２

星ケ台保育園 星ケ台３−７−３ ☎（２５）８００６

私　立
保育園

けいなん保育園 十九田町２－７９ ☎（２２）５６２９

姫保育園 大藪町１２３８ ☎（２９）２２５７

若草保育園 京町５－７３－１ ☎（２２）５５４４

こうよう保育園 京町６−１３−２ ☎（２６）７６５０

おとわももの木保育園 音羽町４−５２−２ ☎（44）８２５６ 

私　立
こども園

幼保連携型認定こども園ジョイフル多治見 音羽町１−２３５    ☎（２１）６２１１　

前畑保育園 幸町７－２－２ ☎（２７）２５７９

小規模保育所
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幼稚園
区分 名称 所在地 電話番号

公　立

養正小学校附属幼稚園 平野町２－７９ ☎（２２）２０６６

昭和小学校附属幼稚園 平和町４－１８０ ☎（２２）８６５２

明和幼稚園 明和町４－５－２５７ ☎（２７）６７７５

笠原小学校附属幼稚園 笠原町３３８７－９ ☎（４３）３３２１

精華小学校附属愛児幼稚園 白山町３−１ ☎（２２）０６５２

私　立

菫幼稚園 新富町２－１２ ☎（２２）２４９０

菫根本幼稚園 北丘町１－６９ ☎（２７）２６５０

多治見ひまわり幼稚園 市之倉町１３－８３－３５６ ☎（２３）１６４１

多治見大和幼稚園 滝呂町１４－１８６－１ ☎（４４）２３７７

児童館・児童センター児童館・児童センター
名称 所在地 電話番号

太平児童センター 太平町２－３９－１（総合福祉センター内） ☎（２５）１１３１（代表）
　 080-5820-5545

旭ケ丘児童センター 旭ケ丘７－１６－６２ ☎（２７）９７８３

根本児童センター 根本町３－５５−１（根本交流センター内） ☎（２７）５５００

市之倉児童センター 市之倉町７－１２４ ☎（２５）３７３０

脇之島児童センター 脇之島町６－３１－５ ☎（２５）２１５１

滝呂児童センター 滝呂町１０－８７－４（サンホーム滝呂内） ☎（２４）５５６０（代表）

南姫児童センター 大針町字台８０－２（ふれあいセンター姫内） ☎（２０）２０２０（代表）

坂上児童館 坂上町７－３０ ☎（２２）６７０２

中央児童館 御幸町２－９５ ☎（２２）８９０３

小泉児童センター 小泉町７−１７８（小泉交流センター内） ☎（27）１１８１

精華児童館 上野町４−２３−１（精華交流センター内） ☎（２５）１５３３

共栄児童館 高田町６－４０ ☎（２３）９２３０

笠原児童館 笠原町２８３７－２ ☎（４４）２２８５
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小学校
区分 学校名 所在地 電話番号

市　立

養正小学校 平野町２－８０　 ☎（２２）３１８１

精華小学校 十九田町２－１１９　 ☎（２２）３２７５

共栄小学校 高田町３－６４　 ☎（２２）０８３３

昭和小学校 平和町４－１８０　 ☎（２２）３１９１

小泉小学校 小泉町７－９０　 ☎（２７）２６２４

池田小学校 池田町６－２５　 ☎（２２）０８８３

市之倉小学校 市之倉町１０－３８１　 ☎（２２）３７０２

滝呂小学校 滝呂町1２－１８６－４　 ☎（２２）０６５７

南姫小学校 大藪町1２３７－１　 ☎（２７）６０７８

根本小学校 高根町４－６－５　 ☎（２７）４６４６

北栄小学校 旭ケ丘1０－６－８２　 ☎（２７）８４００

脇之島小学校 脇之島町７－３９－２　 ☎（２４）１２８１

笠原小学校 笠原町３３８７－９ ☎（４３）３５４１

小・中学校小・中学校

550
中日新聞と併読の場合は500円（税込）になります。
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中学校

区分 学校名 所在地 電話番号

市　立

陶都中学校 住吉町７－１　 ☎（２２）４１２７

多治見中学校 美坂町４－１０　 ☎（２２）３３２７

平和中学校 脇之島町１－１　 ☎（２２）７２６５

小泉中学校 小泉町７－７０　 ☎（２７）２６２０

南ケ丘中学校 大畑町大洞４８－１　 ☎（２２）４１９５

北陵中学校 旭ケ丘１０－６　 ☎（２７）６０６８

南姫中学校 大針町２８３－１　 ☎（２９）２２５６

笠原中学校 笠原町２４５５－１２　 ☎（４３）４1６５

私　立 多治見西高等学校
附属中学校 明和町1−１８ ☎（２0）１２６６

小学校・中学校への入学　
　小・中学校へ入学する子の保護者には、１月末日に、教育委員会から通学指定校および入学式日を記載した入学通知
書を送ります。なお、次のような場合は教育推進課へ問い合わせください。
　①　入学通知書が届かないとき
　②　入学通知書を受け取った後に、転居・転出する場合
　③　入学通知書の氏名などの記載に誤りがあるとき
　④　身体障がいや病弱で入学を取りやめるとき、または延期したいとき

小学校・中学校の転校
　市民課で転入届を出すと、児童・生徒の新たに通学すべき学校が記載された「就学校指定通知書」を交付します。この
通知書と前の学校でもらった「在学証明書」「転学児童（生徒）教科用図書給与証明書」を新しい学校へ持参してくださ
い。なお、市内の学校間での転校も同じ手続きが必要です。
※転校する場合は、事前に前の学校と新しい学校へ申し出てください。

◆くらしのメモ
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奨学金及び準備資金制度
●高校生奨学金

対　象
次の全てに該当する高校入学見込者
・学資の支払いが困難であること
・学業成績が優秀であること
・本人または親が市内在住であること

交付額 月額５，０００円（返還義務なし）

定　員 10人まで

決定方法 中学校の学校長からの推薦を受け、例年３月に開催される教育委員会会議で決定

申請方法 学校の奨学金担当教諭へ

その他 田口育英会および（財）東濃信用金庫育英会もあわせて中学校の学校長から推薦を受けます

●高校入学準備資金

対　象
次の全てに該当する高校入学見込者
・学資の支払いが困難であること
・学業成績が優秀であること
・本人または親が市内在住であること

交付額 ５万円（返還義務なし）

定　員 ２０人まで

決定方法 中学校の学校長からの推薦を受け、例年３月に開催される教育委員会会議で決定

申請方法 学校の奨学金担当教諭へ

●大学生奨学金

対　象

次の全てに該当する大学入学見込者
・保護者の住民税所得割が、非課税であること
・学業成績が優秀またはスポーツ、文化活動に卓越した成果を挙げたこと
・保護者が納付年度の前年の４月１日において、１年以上市内に住んでいること
・保護者が市税等を滞納していないこと

交付額 月額２５，０００円（返還義務なし）

定　員 ４人まで

決定方法 高校の学校長からの推薦を受け、例年１０月に開催される教育委員会会議で決定

申請方法 教育総務課へ

問問教育総務課　☎（23）5856教育総務課　☎（23）5856
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